
事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

システム構成図（実装例）: 1.事業計画管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

各バス事業者アカウント

東京リージョン

本社/支社

1.事業計画管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront

Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

AWS Lambda

本実装例では公開鍵認証などで保護されたインターネット経由でのファイル送受信に
よるSFTP通信インターフェイスを想定している

（オンプレミスサーバーとの専用線接続が必要な場合はDirect Connectロケーション
を準備して専用回線経由での接続環境を構築すること）

勤怠管理システム

（108.人事）

営業外収入

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

10. 統合データベース基盤

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

AWS Lambda

internet

車両購入金額など

運転手調達担当者

車両調達システム

（104.車両調達）

車両調達 出退勤登録

9. コンテンツ管理サブシステム

ストレージ（コンテンツ管理）

Amazon CloudFront AWS LambdaAmazon S3

WAF Managed Rule

Amazon SQS

帳票出力

外部インターフェイス連携基盤（標準化対象外）

データ受信サーバー（ファイルIF連携）

Amazon S3 Amazon EventBridge AWS Lambda

連携データの登録/更新

Amazon API Gateway

許認可/補助金申請書等の帳票出力指示

管理画面
（Webブラウザ）

各種データの取得

AWS Transfer Family

「需要予測アプリケーション」、「補助金申請支援アプリケーション」、「許認可申請支援アプリケーション」は目的が異なるため
別アプリケーションとして実装することを想定している
（この実装例では、単一ディストリビューション + 複数オリジン + パスベースルーティングの構成を示しています）

Amazon S3
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バス業務標準化
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システム構成図（実装例）: 2.運行計画管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

各バス事業者アカウント

東京リージョン

9. コンテンツ管理サブシステム

営業所

2.運行計画管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

時刻表、基本交番表などの帳票出力指示

（非同期）

AWS Lambda

運転手

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

営業所所長

10. 統合データベース基盤

各種データの取得

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

Amazon API Gateway AWS Lambda

管理画面
（Webブラウザ）

本社・労働組合

労働組合

担当者

ストレージ（コンテンツ管理）

Amazon CloudFront AWS LambdaAmazon S3

WAF Managed Rule

Amazon SQS

帳票出力



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
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システム構成図（実装例）: 3.商品計画管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

本社/支社

3.商品計画管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

運賃表などの帳票出力指示

（非同期）

AWS Lambda

各バス事業者アカウント

東京リージョン

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

10. 統合データベース基盤

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

Amazon API Gateway AWS Lambda

管理画面
（Webブラウザ）

9. コンテンツ管理サブシステム

ストレージ（コンテンツ管理）

Amazon CloudFront AWS LambdaAmazon S3

WAF Managed Rule

Amazon SQS

帳票出力

各種データの取得
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バス業務標準化
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システム構成図（実装例）: 4. 勤務計画管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

営業所

4. 勤務計画管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

AWS Lambda

運転手

各バス事業者アカウント

東京リージョン

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

営業所所長

10. 統合データベース基盤

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

Amazon API Gateway AWS Lambda

管理画面
（Webブラウザ）

本社・労働組合

労働組合

担当者

9. コンテンツ管理サブシステム

ストレージ（コンテンツ管理）

Amazon CloudFront AWS LambdaAmazon S3

WAF Managed Rule

Amazon SQS

帳票出力

勤務計画表、運行指示書などの帳票出力指示

（非同期）

各種データの取得



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
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システム構成図（実装例）: 5. 運行実行管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

各バス事業者アカウント

東京リージョン

営業所

5. 運行実行管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

AWS Lambda

本実装例では公開鍵認証などで保護されたインターネット経由でのファイル送受信に
よるSFTP通信インターフェイスを想定している

（オンプレミスサーバーとの専用線接続が必要な場合はDirect Connectロケーション
を準備して専用回線経由での接続環境を構築すること）

勤怠管理システム

（108.人事）

社員情報・勤怠情報

運転手

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

10. 統合データベース基盤

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

AWS Lambda

internet

備品在庫情報

運転手調達担当者

備品調達システム

（106.備品調達）

携行品調達 出退勤登録

営業所長

9. コンテンツ管理サブシステム

ストレージ（コンテンツ管理）

Amazon CloudFront AWS LambdaAmazon S3

WAF Managed Rule

Amazon SQS

帳票出力

外部インターフェイス連携基盤（標準化対象外）

データ受信サーバー（ファイルIF連携）

Amazon S3 Amazon EventBridge AWS Lambda

連携データの登録/更新

Amazon API Gateway

点呼簿・事故報告書等の帳票出力指示

管理画面
（Webブラウザ）

各種データの取得

AWS Transfer Family
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バス業務標準化
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システム構成図（実装例）: 6. 運転手管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際の構築時にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可基盤など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

外部インターフェイス連携基盤（標準化対象外）

営業所

6. 運転手管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

AWS Lambda

本実装例では公開鍵認証などで保護されたインターネット経由でのファイル送受信に
よるSFTP通信インターフェイスを想定している

（オンプレミスサーバーとの専用線接続が必要な場合はDirect Connectロケーション
を準備して専用回線経由での接続環境を構築すること）

人事システム

（108.人事）

Text社員情報・勤怠情報

運転手

各バス事業者アカウント

東京リージョン

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

10. 統合データベース基盤

連携データの登録/更新

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

Amazon API Gateway AWS Lambda

管理画面
（Webブラウザ）

データ受信サーバー（ファイルIF連携）

Amazon S3

internet

教習・適性診断結果情報

AWS Transfer Family Amazon EventBridge AWS Lambda

人事担当者安全担当者

運転手教育システム

（102.教育）



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

システム構成図（実装例）: 7. 車両管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

営業所

7. 車両管理サブシステム

業務担当者

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

各種データの取得や登録/更新

整備点検リソース・実施結果情報

整備管理者

各バス事業者アカウント

東京リージョン

WAF Managed Rule

WAF Managed Rule

営業所所長

10. 統合データベース基盤

Amazon Aurora

APIサーバー（標準データAPI）

Amazon API Gateway AWS Lambda

管理画面
（Webブラウザ）

広告契約情報

整備士広報担当者

広告システム

（105.広告）

経理担当者

経理システム

（111.経理）

整備点検計画情報

税納付・保険契約情報

internet

車両整備システム

（113.車両整備）

internet

外部インターフェイス連携基盤（標準化対象外）

データ受信サーバー（ファイルIF連携）

Amazon S3 Amazon EventBridge AWS Lambda

NAT Gateway

AWS Network Firewall

Internet Gateway

車両整備計画

整備点検計画情報

AWS Lambda

連携データの登録/更新

本実装例では公開鍵認証などで保護されたインターネット経由での
ファイル送受信によるSFTP通信インターフェイスを想定している

（オンプレミスサーバーとの専用線接続が必要な場合はDirect
Connectロケーションを準備して専用回線経由での接続環境を構築

すること）

AWS Transfer Family
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システム構成図（実装例）: 8.実績管理 ※ このアーキテクチャはモダン化されたクラウドネイティブなシステムへのRebuild等を検討する際のリファレンスとして提供されるものである。
　 実際にクラウドサービス上に構築する際にはこのリファレンスをベースとして、各社の機能および非機能要件に基づきアーキテクチャ設計を検討されることを想定している。
　 （認証・認可や運用監視など非機能要件に準拠するサービスは割愛している。）

各バス事業者アカウント

東京リージョン

本社/支社

8.実績管理サブシステム

業務担当者

APIサーバー（バックエンド）

Amazon API Gateway

実績データの取得

AWS Lambda

運賃箱システム

（108.人事）

精算情報など

WAF Managed Rule

10. 統合データベース基盤

APIサーバー（標準データAPI）

AWS Lambda

internet

ドラレコシステム

（100.運行）

外部インターフェイス連携基盤（標準化対象外）

データ受信サーバー（ファイルIF連携）

Amazon S3
Raw Data

Amazon API Gateway

管理画面
（Webブラウザ）

AWS Transfer Family

Webアプリケーション（フロントエンド）

Amazon CloudFront Amazon S3

WAF Managed Rule

データ処理基盤（ETL+DWH）

運行管理システム

（100.運行）

運行データ

デジタコシステム

（100.運行）

AWS GlueAmazon S3
Transfrormed Data

AWS Glue
Data Catalog

AWS Glue

実績データの登録

分析ツール（標準化対象外）

Amazon Aurora

AWS GlueAmazon Redshift

分析担当者

Amazon Quicksight

運行プロファイル

運行中イベント


